
医薬品の適正使用に欠かせない情報です｡必ずお読み下さい｡

使用上の注意改訂のお知らせ


毒薬 ･指定医薬

筋弛緩 品


LJう享ilコ 剤200m 
LJう事i Jコ 500mg 
(日本薬局方 注射用スキサメト二ウム g) 

謹啓 平素は格別のご高配を賜わり厚く御礼申し上げます

さて､この度弊社の LJう亨i Jコ 200mg LJう葺i ｡JJ-

｢使用上の注意｣を改訂致 しましたので､ご案内申し上げます
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｡なお､改訂涛付文書を封入した製品が､お手元に届くまでに若干の日時を要 します

で､すでにお手元にある製品のご使用に際 しましては､ここにご案内致 します改訂内の

容をご参照下さいますようお願い申し上げます｡ 敬白

改訂後の ｢使用上の注意｣は以下の通りです (下線部改訂箇所 

1豊豊 
1奉製旦去旦度盛佳止につい 

)

I :1.本剤の使用に当たつては､必ずガス麻酔器又は人工呼吸器を準備する∩使用時は､呼吸停止を起こすことが姓星鮎で､人工呼PBや挿管に熟練 した医師によってのみ使用する

ことo2.本剤によって起こる呼吸停止は､注入後極めて速やかなので､人工呼吸の時期を失 しないように､毒前に設備そ

の他の婆億 .点横を十分に行うこ

【 とn 特に必要とする場合には慎重に投原則禁忌(次の患者には授与 しないことを原則とするが､

1.重症の熱傷､広範性挫減性外傷､尿毒症､四肢麻埠､ジギタリス中聾の既往歴のある患者あるいは滋 与すること)】 

与 さ 近ジギタリスを投

[ れたことのある患者血中カリウムの増加作用により､心停 LLをおこすおそれがある○ 

.[本別には眼内圧冗進作用が2 緑内障の患者 ] 

【使用上の ある○ ]

1 重要な基本的注意注意】.本剤の分解能又は排壮能が低い患者あるいは感受性が商い患者の場合には､注入量及び注入速度に注意 し､完全に回複す

るまで監視を



2.相互作用

し1)原則イ井用禁忌 (原則として併用 しないこと)

弟 別 名 等 臨床症状 .措置方法 機序 ,危険因

ジギタリス強心配糖体 本剤 との併用により重篤な不整脈 を

起こすおそれがある○

子圭塩化スキサメ トニウムの血中

カリウム増加作用又はカテコー

ルアミン放出が原

ジゴキシン

ジゴキシン錠 ｢メチルジゴキシン山之内 1等ラニラピッド錠豊

(2)併用注意 閏と考えられているo 

(併用に注意す薬 剤 名 等 ること) 臨床症状 .措

抗コリンエステラーゼ剤

塩化化アンベノニウム臭 ネオスチグミン等 J

置方法本剤の作用を増強 し､全身麻酔時に持

続性呼吸麻埠を起こすことがあ

機序 .危険国-Fコ

リンエステラーゼによる本剤の分解

非脱分極性筋他殺剤 るo本刑の筋弛綾作用が持続 し､遷延

性無呼吸を起こすことがある○

が阻害されると考えられているo

本剤の神経一筋遮断作用に対 して､抵抗性を増加するる ことがあるo それゆえ筋弛横を得 には大運の本剤が必要となり､終板の感受 ､

アプロチニン 本剤の作用が増強又は遷延することが

あるo

性低下や手術後の無呼吸を延長するかもしれない○アプロチニンはコリンエ

ステラーゼ活性を阻害すると考えられているo

ゾ t =-クロン 相加的に杭壇轡作

アミノグリコシド系抗牛.刺 これらの

抗生剤を投与 した外科手術後に突

川､｢Il舶神韓抑制作用が増強される■ L.用巨性がある.

両薬剤 とも( (=珊腔遮断作用を有 してお

リンコマイシン系抗生剤 るo発的に呼吸困雛を起こすことがあ本則の筋地蔵作用が増強されることが

あるo

り､併用によりその作用が増強されるリンコマイシン系抗

生剤は神経筋弛緩作用を持ち､本剤の作用が相加されると考えられているo

o

塩酸イリノテカン 本別の筋弛緩作用が減弱 されることが

ある○

イリノ

テカンはアセチルコリン受容体-の結合能を持っていると考えら

3. いるo れて

(i1)) 重大な副作用本剤は使用成績調査等の副作開発規傾度が明確となる調香を実施 していない｡ 副作用 あAIので､観察を十分シ ョック :ショックがあらわれるこ七重三


われた に行い､血圧低下､脈拍の異常等の症状があら


2 場合には､投与を中止 し､適切な処置を行うこと0
)悪性 高熱症
 

:原因不明の頻脈 ･不整脈 ･急激 血圧変串虹脚
週哩毅､ソーダライムの異常過熱 ･
な変色､発j並ii z 立主上j迫 を｣を臥皇 監臥 オグロビン旺土 二二吐上血 三 ll二_ ` _ し空胞 _ _

らの症状を認めた場合は､直ちに中止 し､ダン

基三 E選 の是止等適切な処馨を行うこと0 トロレンナ トリウムの静注､全身冷却､純酸素での過換気､酸塩

3)気管支癌 撃 ､遷延性 無呼

4 廷投与か11止し､: ｣批 噴 :気管支癌轡､遷延性無呼吸を起こすことがあるので､異常が認められた堤全長)心停 止 心停止を起こすことがあるので､異常が認められた


立 ｣∃甥 馴 制⊥杢剤によっエ十分 場合には投与を中止 し､適切な処置を行 うこと
o

棚 が起こ棚艶三あり｣ な筋弛塵を｣出納 筋弛緩蚕盟主基点いこと透三ある



屯r_ノL /

(2)その他の副作用

頻 度 不 明

循 環 器 徐脈､頻脈､不整脈､血圧

筋 肉 降下術後筋肉痛

皮そ の 膚他 発疹眼内圧上昇､アレルギー症状 

4.注入棺及び佳人速度に注意 し､患者の状態を観察 しながら､高齢者への投与

[ ｢ 慎重に投与することO高齢者では生理機能が低下 していることが多い｡(重要な基本

5.妊婦､産 的注意｣の項参照) ] 

婦､授乳婦等仝のの投与妊婦又は妊娠 している可能性 ある婦人には､治療上の有益性が危険性を上回ると判断される場合にの

主上且妊娠中の投与に関する安全性は確立 していない｡ み投与する｢ 1 

小児児 等への投与 (6.ノ｣､ 等では､悪性高熱症､ミオグロビン血症及び循環器系副作用 徐脈､不整脈等)があらわれやすいので､慎重

に投与すること

7.適用上の ｡ 

()調製時 :注意1 バルビツール酸系薬剤 と混合すると沈殿 を生 じるので､同 じ注射

()筋肉 内注 射 時 : 筒を使用 しないこと｡2 筋肉内注射にあたっては､組識 ･神経などへの影響 を避けるため､下記

1)神経走行部位 を避ける の点に配慮することo 

2 ように注意すること｡)繰返 し注射する場合には､注射部位をかえ､例えば左右交互に注射するなど行 うべ きであるが､連用 しないこと

3 が望ましい｡ 射釘を刺大 したとき､激痛を訴えたり､血液の逆流をみた場合は､直ちに針を抜 き､部位 をかえて注)注i

(3) ア ンプル カ ッ ト時 と｡ :本品はワンポイン トカッ トアンプルを使用 しているが､アンプルの 射するこ

で清拭 し､カットする 首都をエタノール綿等

改訂理由][1.｢警告｣と こと｡ 

年 1｢重大な副作用 5 1ヒ ｣平成 9 0月3 )附 事務連絡 順 療用医薬品の添付文書における特殊記

いて､｢特殊記載｣に該当する内容は添付文書の新様式による全面改訂時戟 *の取 り扱い｣にお

ことが に指定箇所 -記載する

塩化スキサメ トニウム製剤の義務づけられました｡ ｢呼吸抑制｣はこの ｢特殊記載｣に該当し

書には記載 してお りませんで したが､今回の全面改訂にあたり指定されてお り､従来の添付文

な副作用｣に追 た ｢警告｣及び ｢重大

*｢ 加記載いたしました｡ 医療用医薬品の添付文書記載要領｣及び旧:特殊記載｣とは､旧 ｢

上の注意記載要領｣等に規定された記載項 目のいずれにも該当 し ｢医療用医薬品の使用

とを指示 されたものをいう｡ ない位置に記載するこ

2. 手薬剤の添付文晋に塩化スキサメ トニウムが 原則併用禁忌｣､｢併用相相互作用 ｢

ることから､今回の全面改訂に伴い新た 注意｣に記載 されてい

に追記 しました｡なお､その他の項目は､添付文書 を理解 しやす く､使用 しやすい形式にするために､記載全般の


